
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あゆみ 
～１１月号～ 

 主     題 「ありがとう」 

 聖書の言葉 「どんなことにも感謝しなさい」     テサロニケ信徒への手紙一５：１８ 

 暑い夏が終わり、朝晩冷え込むようになりました。発熱するお子さんも増えています。お子さんの体調

にお気を付けください。幼稚園でも健康観察を続けていきます。 

 11 月は収穫感謝礼拝があります。普段当たり前のように目の前にある食べ物は、沢山の人のおかげで

あることを子どもたちに気付いてもらえるといいなと思っています。ご家庭でも是非お子さんと話をして

いただけたら嬉しいです。 

 10 月に入園説明会がありました。幼稚園の説明の中で一番初めにお話ししたのは「幼児期は大人にな

るための準備期間ではない。」ということです。子どもは子ども時代だからこそ感じられる、体験できる

ことがたくさんあります。「子どもとしていられること」を保障された環境にいて欲しいと思います。今

の時代は「大人になる時に困らないように。素晴らしい大人になるために。」と今の時間ではなく将来の

為に急いで大人になるための練習をさせてしてしまっていることがたくさんあると思います。「3 歳児は

3 歳児にしか感じられないこと」「4 歳児は 4 歳児にしか気づかないこと」があるはずです。また、未熟

であるからこそなかなか答えが見つからなかったり、時に誰かを傷つけてしまったりすることもありま

す。しかし答えがわからなくて探す時につく力、相手を泣かしてしまったという気まずい想い、自分の興

味のあることをとことんやってみて成功したことなど、子ども時代に味わったことは一生の支えになるは

ずです。我が子を他のお子さんと比べて劣っていると感じた時や背伸びをさせてしまった時に、「先」で

なはく「今」の大切さを思い出してその時のお子さんをありのまま受け止めてあげて欲しいと思います。

そして保護者の方々も「幼稚園児を育てている今」はもう戻ってきません。是非その時にしかお子さんと

共感できないことを大いに楽しんでいただきたいと思います。（園長 高橋祐子） 

 １１月のねらい  

もも組・・・・みんなで遊ぶことを楽しむ 

 自分の気持ちを言葉で伝えようとする 

いちご組・・・身の回りのことを自分でやってみようとする 

       アドベントについて知り、親しむ 

ひまわり組・・友だちの気持ちに気付き、意識しながら生活する 

お店屋さんの活動を通して、友だちと作ることを楽しむ 

 ゆり組・・・・誰のために何ができるかを考えて行動する 

        遊びを工夫して深めようとする 

 

仙 台 Y M C A 幼 稚 園 

2023 年 10 月 27 日発行

行 

―１― 



 
 

 

  

～行事のお知らせ～  

１日（水） 入園願書受付 休園日 

 入園願書受付を行います。預かり保育は実施しますが、可能な方はお休みや時短のご協力をお願いしま

す。利用する方は事前に連絡アプリにて登録をお願いします。また、保育室が変更となりますので当日門に

掲示します。 

 

６日（月） 全学年 収穫感謝礼拝 

 秋の実りに感謝し、収穫物をお世話になっている方々に届けます。 

 届け先：い ち ご組：大町交番  

ひまわり組：片平消防署 

ゆ  り組：立町郵便局 

 

・雨天の際は礼拝のみ行い、翌日以降に届けに行きます。 

・天候が変わりやすい季節ですので、レインコートを持たせてください。 

・もも組は礼拝のみ行います 

 

８日（水） いちご組 プール参観 ※もも組のプールはお休みです。 

お子さんのプール活動の様子をご覧いただくことと、活動のねらい等を指導者からお伝えすることを目的

として実施します。 

 

【懇談】  10時００分～10時１０分  101教室にて 

【参観】  10時２０分～10時３５分   

 

・裸足でプールサイドに行きます。プールサイドは室温 31度、湿度６０％以上です。 

足拭きタオルと、必要な方は着替え（Tシャツ、短パンなど）をお持ちください。 

・プールサイドは滑りやすくなっています。小さいお子さんをお連れの方は、目を離さないように注意して

ください。 

・写真撮影は、プライバシー保護のためご遠慮ください。 

 

９日（木） ひまわり組 お店屋さんごっこ 

 未就園児プログラム『ポケット』に参加するご家庭や近隣の保育施設の子どもたちを招待し、お店屋さん

ごっこを楽しみます。 

 ◎登降園はいつも通りです。 
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１０日（金） ゆり組 保育参観・懇談会 

【参観時間】：  9時 30分～10時 30分 

 【懇 談 会】：10時 40分～11時 10分 

 【持 ち 物】：筆記用具 スリッパ 

 ※保育参観だよりをれんらくアプリで配信しています。必ずご確認ください。 

 ※参観後に１０１教室で懇談会を行います。 

 

１６日（木） 全学年 避難訓練（不審者） 

 不審者対応のための避難訓練を実施します。 

 

１７日（金） いちご組・ひまわり組・ゆり組 わくわく保育 

三つの縦割りクラスに分かれて過ごします。各学年で集まりをしてからわくわく保育のクラスに移動し、

異年齢で過ごします。 

◎登園、降園は普段通りです。 

 

２０日（月） いちご組・ひまわり組・ゆり組 アビさんと遊ぼう 

 

２０日（月） ～アドベント開始～ 

 アドベントとはイエス・キリストの降誕を楽しみに待ち、様々な準備をしていく期間のことをいいま

す。幼稚園では保育室をクリスマスの雰囲気に飾り付け、子どもたちと聖誕劇やアドベント礼拝などを

通してクリスマスの本当の意味を伝え、考えていきます。 

  

この期間は、各クラスで週に１度アドベント礼拝を行い、クリスマス礼拝に向けて祈りのひと時をもちま

す。詳しくは後日配信する『クリスマスのおたより』をご覧ください。 

 

２０日（月）～２２日（水） 

 五橋中学校の職場体験を受け入れます。 

 

２１日（火） ゆり組 PTA イベント パン作り 

 講師の方を招いてパン作りの体験をします。作ったパンは体験内で食べることができます。 

 ◎前日までにスモックがロッカーにあるかご確認ください。 
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３０日（木） 全学年 リトルシェフ・誕生会・絵本屋さん 

幼稚園で調理したものをみんなで食べます。 

 

メニュー：芋煮（里芋、こんにゃく、白菜、しめじ、豚肉、人参、大根、豆腐、長ねぎ） 

シェフ（調理クラス）：ひまわり組、ゆり組 

◎調理クラスは、前日までにスモックと爪の確認をお願いします。 

 

★全学年、下記の持ち物をご確認ください。 

 持 ち 物：おにぎり、お椀（側面に記名をし、ビニール袋に入れてください） 

      ※その他、普段と同じくおしぼりやカトラリーをご準備ください。 

 

 

 

～お知らせ～ 

〇来年度在園されるお子さんについて 

 現在 1 号認定で今後 2 号認定を希望する、もしくは現在 2 号認定で 1 号認定を希望するなど、変更希

望のある方は園にお申し出ください。転園の予定などがある方も分かり次第で結構ですのでお知らせく

ださい。 

 

〇２０２４年度２号認定を希望しているお子さんについて 

 現在 1 号認定のお子さんで 202４年 4 月から 2 号認定を希望している場合は 11 月に手続きが必要と

なります。書類をお渡ししますので、職員までお声がけください。勤務証明書が必要になるため、早め

に準備をすることをお勧めします。11月 17日（金）までに園に提出をお願いいたします。 

 

〇現在２号認定のお子さんについて 

現在 2 号認定で、来年度も在園予定のお子さんに、『令和６年度利用継続届出書』をお配りしています。

11月 24日（金）までに園に提出をお願いいたします。 

 

〇お弁当の保冷庫について 

 気温が下がってきたので温度を調整し、保温庫として使用して、温かくおいしく食べられるようにして

いきます。気温を考慮しつつ３０℃前後に設定します。 

 ★果物は保温庫に入れません。持たせる際はメインのお弁当とは別の容器に入れていただくようお願い

します。 

 

〇登園時間について 

 行事等の関係でクラスでの活動も増える時期です。９：００までの登園にご協力をお願いします。 
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日が暮れるのが一段と早くなり、秋があっという間にすぎていくように感じます。日中

はお日様の温かさを感じながら、寒さも吹き飛ばすほど走り回りながら遊んでいるもも組

の子どもたち。１０月は体調を崩してしまう子も増えてきていたので、園でもさらに手洗

いうがいや気温に合わせた着脱衣などに気を付けて過ごしていきたいと思います。 

 

１０月を振り返って 

１０月のねらいは『季節を感じながら、のびのびと遊ぶ』でした。外で過ごしやすい気

温になり、園庭で遊ぶことを沢山楽しむことができました。保育者やお友だちと追いかけ

っこをしたり、砂場でお料理を作り合う姿がみられました。ジャングルジムや滑り台に登

ると冷たい風に吹かれて、「きもちがいいね」「すずしくなったね」と子どもたちの発見を

教えてくれて、子どもたちなりに秋の訪れを感じていました。１０月中旬には散歩に行く

ことができ、西公園のプレーパークで遊びました。落ち葉を踏んで音を楽しむ子や、まつ

ぼっくりやどんぐりを探すことに夢中な子など秋に触れながらやりたいことを楽しむこと

ができました。 

 

１１月のねらい 

１１月のねらいは２つあります。１つ目は『みんなで遊ぶことを楽しむ』です。友だち

と一緒に何かをすることを楽しんでいる姿が沢山見られるようになりました。フィンガー

ペインティングなど初めての活動で不安な時も、友だちと一緒なら挑戦することができた

り楽しむことができたりしています。周りの子と一緒に楽しむことで自信をつけて幼稚園

を楽しんでもらいたいと思い、このねらいを立てました。各々が好きな遊びを楽しむ時間

も大切にしながら、みんなで一つの遊びを楽しむ時間も作りたいと思います。最近子ども

たちが好きなかくれんぼや、わらべうたなど簡単な遊びをしていきます。 

２つ目は『自分の気持ちを言葉で伝えようとする』です。幼稚園の生活に慣れてきて、

自分の気持ちを伝えようとする様子が出てきました。その分伝えたいけれど上手く言葉が

でてこなかったり、気持ちが強すぎて話し方まで強くなってしまい、友だちと喧嘩をして

しまうこともありました。そこで、それぞれの気持ちを受け止めながら、その気持ちを言

葉で相手に伝える経験をしてもらいたいです。子どもたちの気持ちを代弁したり、優しい

伝え方に言い換えていくことを大事にしていきます。 

 

 

 

 

 

 

ももぐみだより 



 
 

 

すっかり涼しくなり、「きょうは、ながそでをきてきたよ」「じゃんばーもってきたの！」

と衣服からも季節の移ろいを感じています。お散歩や野草園遠足に出かけ、戸外でお弁当

を食べ、秋の自然に全身で触れてきた子どもたち。その他にも１０月はわらべうたやハロ

ウィン、人形劇などイベントがたくさんありました。 

 最近のいちご組は、クラスの友だちと一緒に様々な事を楽しんでいます。好きなお友だ

ち、仲良くしたい気持ちが出てきた分、友だちを「ひとりじめしたい！」という気持ちが

表れることもあります。あの子と一緒にやってみたい！一緒に遊びたい！と思う気持ちを

大切にしながら、子どもたち自身が持つ“お友だちパワー”がいい方に向かうよう、関係

を見守っていきます。 

 

１１月のねらい 

【身の回りのことを自分でやってみようとする】 

 最近、「ぬりえをやりたいからちょうだい」「ねんどしたいんだけど…」と保育者に話を

してくることがあります。粘土やクレヨンを使う時にテーブルに敷くシートを今までは、

保育者が用意していましたが、子どもたちの手の届くところに置き自分たちで用意できる

ようにしたり、子どもたちが自分でやりたい遊びを自分たちで準備してできるように環境

を整えていきたいと思います。また、お昼の時間、弁当を保育者から受け取っていたのを

自分でテーブルに運んだり、外遊びに行く時には水筒かごを外に運ぶなど“自分で”の経

験をたくさんして自信を持って過ごせるようにしていきます。 

【アドベントについて知り、親しむ】 

１１月は『アドベント』が始まります。アドベントとは、クリスマスを楽しみにする期

間のことです。初めてアドベントを迎える子や、お家の方も多いかと思います。お部屋を

飾り付けたり、イエスさまの降誕について知ったり、礼拝をしたりしながら過ごし、一緒

に少しずつ、クリスマスへの気持ちを高めて行けたらと思っています。 

 

お願い 

～朝の支度について～ 

今年度は、保冷庫の使用にあたり、朝の支度等お手伝いいただきありがとうございます。

だんだんと寒くなってきましたが、引き続き保冷庫（保温庫としての機能もあり、寒い時

期は温めて使用します）にお弁当を入れます。１１月からは、子どもたちの手の届くとこ

ろにお弁当用のかごを配置し、子どもたち自身がお弁当を出せるようにしていきたいと思

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

～連絡ノートについて～ 

連絡ノートを記入していただいた際は、手渡ししていただけると確認漏れがなくなりま

す。渡す際は担任でなくても結構ですので、どうぞご協力ください。 

 

 

いちごぐみだより 



 
 

 

 日が暮れるのが早くなり、いつの間にか冬の訪れを感じるようになりました。寒くなっ

ても外で体を動かして遊ぶことが大好きで、転がしドッジボールやサッカーなど、様々な

遊びを楽しんでいます。どの遊びも男女関係なく仲良く遊び、ひまわりさんだけでなくゆ

りさんやいちごさんと一緒に遊びを楽しんでいる様子も見られます。どんな遊びも進んで

参加し、友だちと楽しんでいる姿がとても素敵です。 

 

10月の様子 

 10 月は特に動物園遠足を楽しみにしていました。事前に子どもたちにパンフレットを

渡すと、「うさぎが見たいなあ」「爬虫類館に行きたい！」など見たい動物を友だちと伝え

合い、動物園への期待を高めていました。動物園に行く前に、「地下鉄に乗るときはどん

なことに気をつける？」と聞くと、「静かにする」「降りる人が先」など、自分たちが知っ

ている約束事を教えてくれました。遠足当日も自分たちで決めた約束事を忘れずに、マナ

ーを守って乗車することができました。また、子どもたちの頑張りもあり、予定よりも早

い時間の地下鉄に乗ることができました。現地では、たくさんの動物を間近で見ることが

でき、とても嬉しそうでした。遠足が終わっても、幼稚園にパンフレットを持ってきて

「ここが一番おもしろかったな」「また行きたいな」と思い出話をしたり、折り紙で動物

を作ったりしている子もいました。ひまわりさんにとって、思い出に残る楽しい遠足にな

りました。 

 

11月のねらい 

1 つ目は「友だちの気持ちを考えながら、意識して生活する」です。10 月は子どもた

ちに、言われたら嬉しい「ふわふわ言葉」の話をしました。子どもたちが日常的に伝え合

っていたふわふわ言葉を取り上げ、それをクラスに掲示し、いつでも振り返ることができ

るようにしました。普段の遊びの中でも、「はさみの使い方上手だね」「走るのが速くてか

っこいいね」など友だちの良いところに目を向ける姿や、ゲームに負けて悔し涙を流す友

達に「大丈夫？」「がんばったね」と優しく寄り添う姿など、ふわふわ言葉を意識してい

る様子が見られています。4 月頃は自分の気持ちを伝えようと、思わず強い口調になって

しまうことが多かったひまわりさんでしたが、今は自分だけでなく相手の気持ちを考え、

言葉や行動を意識して過ごせるように頑張っています。今後も温かく優しい雰囲気が続い

ていくことを願い、このねらいにしました。 

 2 つ目は「お店屋さんを通して、友だちと作ることを楽しむ」です。11 月はお店屋さ

んがあるため、現在準備を進めています。お店屋さんでは子どもたちみんなで販売する商

品を決めて、みんなで商品づくりに励みます。様々な友だちと協力しながら活動に取り組

むことで、「やってよかった」と達成感を味わえるように、このねらいにしました。活動

の進捗はおたよりやドキュメンテーションでお伝えしますので楽しみにしていてください。 

 

 

ひまわりぐみだより 



 
 

 

 

すっかり秋になって過ごしやすくなり、外遊びに大いに打ち込んでいる子どもたちです。

けいどろやサッカーなど身体を動かす遊びに夢中になり、「暑い～」と半袖になる子もい

ます。しかし汗をかいてもすぐに引いて身体が冷えてしまいやすい季節です。気温や状況

に合わせた衣服の調整を自分たちでできるよう、声掛けをしていきたいと思います。 

長い２学期もあっという間に半分を切りました。11 月は好きなことにじっくりと取り

組み、深めていけるようにしたいと考えています。また、アドベントが始まる月でもあり

ます。クリスマスのお話についてじっくりと考え、聖誕劇や献金の意味を理解できるよう

にしていきます。 

 

１０月の子どもたちの様子 

10 月のねらいは『お互いを認め合う』と『苦手なことにも挑戦しようとする』でした。

保育者がある子のいいところを見つけて集まりで取り上げると、「そうだよね！」「○○く

んもだったよ！」「○○ちゃんはこんなことしてたよね！」と気付いたことを教えてくれ

ました。いつの間にか友達のいいところを見つけるのが上手になっていた子どもたち。素

敵なところを見つけ合い、お互いを認めていくことはこれからも大切にしていきたいと思

います。 

また、けいどろやサッカーなどの集団遊びに気後れしていた子も、自分から入って楽し

めるようになりました。少し苦手だなと感じることでもやってみたら楽しさを感じ、挑戦

できたことで自信もつけていました。 

 

１１月のねらいについて 

【誰のために何ができるかを考えて行動する】 

 日々の生活やこれまでの行事を通して、身近な友達や年下の子どもたちへ、自分たちは

何ができるかを考えてきた子どもたち。また、６月にせっけんやさんをした際には、困っ

ている人や障がいのある人たちのために行動しました。１１月は献金についても考えてい

くので、せっけんやさんの時よりもさらに視野を広げ、世界の子どもたちについても考え

る機会をもちます。絵本などを用いて、同年代の子どもたちが世界でどのような生活をし

ているのかを分かりやすく伝え、自分たちにできることを考えていけるようにします。 

 

【遊びを工夫して深めようとする】 

自分たちで遊びを展開したり、やりたいことを形にしたりすることが上手なゆり組。今

月はそこに焦点を当て、遊びを工夫して深めていくことで「自分たちでこんなことができ

た」と感じ自信をつけてほしいと考えました。製作を中心とした様々な遊び（手作りのフ

リスビーや魚釣りなど）のきっかけを準備し、子どもたち自身がそれぞれに工夫をして遊

びを盛り上げていけるようにしたいと思います。そしてそれを１月の『わくわくファミリ

ー幼稚園』でコーナー遊びを準備する、という活動に繋げていく予定です。 

ゆりぐみだより 


